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十
月 

別
名 

神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
・
建
亥
月

（
け
ん
が
い
げ
つ
）
・
孟
冬
（
も
う
と
う
）
な
ど 

神
話
の
世
界
で
は
十
月
は
日
本
中
の
神
々
が
出
雲
に
集
ま

る
た
め
、
ほ
か
の
国
で
は
神
が
い
な
い
月
、
「
神
無
月
」

と
い
う
説
が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
は
後
世
の
創
作
の
よ
う

で
す
。
も
と
も
と
、
作
物
の
収
穫
が
終
わ
り
収
穫
さ
れ
た

作
物
を
神
に
さ
さ
げ
、
神
と
人
が
一
緒
に
そ
の
作
物
を
食

べ
て
豊
作
を
祝
う
『
神
嘗
（
か
ん
な
め
）
』
の
行
事
が
行

わ
れ
る
月
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
か
ん
な
め
づ
き
」
と
呼 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

ば
れ
て
い
た
の
が
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
俗
信
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
神
が
身
近

に
い
た
と
い
う
世
界
の
ほ
う
が
、
今
の
私
た
ち
の
心
に
は

や
さ
し
く
響
い
て
く
る
感
じ
が
し
て
癒
さ
れ
ま
す
。 

河
出
書
房
新
社
、
鈴
木
充
広
書
「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
講
談
社

カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
３
６
５
日
「
今
日
は
何
の
日
か
？
」
辞
典
よ
り
一
部

参
照
） 

『
十
月
の
花
』 

花
で
は
な
い
が
紅
葉
。
野
紺
菊
（
の
こ
ん
ぎ
く
）
、
野

原
薊
（
あ
ざ
み
）
、
富
士
薊
、
杜
鵑
草
（
ほ
と
と
ぎ

す
）
、
藪
蘭
（
や
ぶ
ら
ん
）
、
鶏
頭
（
け
い
と
う
）
、

金
木
犀
（
き
ん
も
く
せ
い
）
。
そ
し
て
、
コ
ス
モ
ス
は

佐
久
高
原
コ
ス
モ
ス
街
道
が
有
名 
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 『十
月
の
言
葉
』 

私
た
ち
は
（、
）こ
の
世
の
善
人
で
あ
っ
て
、
よ
く
己

を
忘
れ
て
他
人
の
た
め
に
尽
く
し
た
人
が
、
己
の

た
め
に
計
っ
て
は
な
は
だ
つ
た
な
く
、
自
家
の
た
め

に
行
っ
て
は
な
は
だ
無
能
で
あ
る
の
を
見
た
。
善

人
の
善
人
で
あ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
、
す
な
わ

ち
、
自
己
（
お
の
れ
）を
他
人
の
た
め
に
消
費
し
尽

く
し
て
自
己
の
た
め
に
は
な
ん
の
剰
（あ
ま
）す
と

こ
ろ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
イ
エ
ス
に
お
い

て
を
や
で
あ
る
。
善
人
中
の
善
人
で
あ
る
イ
エ
ス
が

人
を
救
っ
て
己
を
救
え
な
か
っ
た
の
は
あ
え
て
怪

し
む
に
足
り
な
い
。
も
し
彼
が
他
（ひ
と
）を
も
救

い
己
を
も
救
う
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
彼
は
神

の
子
で
は
な
か
っ
た
。
愛
の
化
身
で
あ
っ
た
彼
は
他

の
た
め
に
自
己
の
能
力
（ち
か
ら
）を
使
い
尽
く
し

て
、
自
己
の
た
め
に
は
剰
（あ
ま
）す
と
こ
ろ
が
な

か
っ
た
。
彼
が
大
能
で
あ
っ
た
の
は
他
を
救
う
と
き

に
お
い
て
の
み
で
あ
っ
た
。  

 
 

内
村
鑑
三
著
「続
一
日
一
生
」九
月
十
六
日 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

『
十
月
の
暦
』 

 
 

 

一 

日 
 

十
五
夜
、
法
の
日 

 
           

東
海
道
新
幹
線
開
業
（
一
九
六
四
年
） 

 
 

 

三 

日 
 

福
島
二
本
松
提
灯
祭 

 
 

 

四 

日 
 

里
親
デ
ー 

 
 

 

五 

日 
 

達
磨
忌 

 
 

 

八 

日 
 

寒
露 

朝
露
を
ふ
む
と
一
段
と
冷
た 

く
そ
ぞ
ろ
秋
が
深
ま
り
ゆ
く
候
で
す
。 

 
 

 

九 

日 
 

世
界
郵
便
デ
ー
、
国
際
文
通
習
慣 

 
 

 
 

十 

日   

目
の
愛
護
デ
ー
・
木
の
日 

 
 

 

十
二
日 

 

芭
蕉
忌
、
横
浜
総
持
寺
御
征
忌
会 

 
 

 

十
三
日 

 

日
蓮
上
人
忌
、
嵐
雪
忌
（服
部
嵐
雪
） 

     

＊
初
の
麻
酔
手
術
（一
八
０
四
年
） 

     

＊
紀
州
蘭
方
医
・華
岡
青
洲
は
外
科   

     

に
欠
か
せ
な
い
麻
酔
薬
の
研
究
を
続  

     

け
て
文
化
元
年
の
こ
の
日
乳
が
ん
患 

     

者
の
乳
房
摘
出
術
に
全
身
麻
酔
薬
を 

     

用
い
て
成
功
し
た
。 

 
 

 
 

十
四
日 

 

鉄
道
の
日 

 
 

二
十
一
日 

 

あ
か
り
の
日 

一
八
七
九
年
、
エ
ジ
ソ
ン
が

実
用
的
な
白
熱
電
球
を
発
明
。 

   
二
十
三
日  

霜
降 

秋
気
よ
う
や
く
去
っ
て
、
各
地 

で
朝
霜
を
見
ま
す 

 
  

二
十
四
日 

 
国
連
の
日 

 
 

二
十
六
日 

 
原
子
力
の
日 

 
 

二
十
八
日 

 

パ
ン
ダ
上
野
に
到
着
（一
九
七
二
年
） 

 
 

 

二
十
九
日 

 

十
三
夜 

 
   

三
十 

日   

紅
葉
忌 

 
 

 参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（
神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
キ
ア
カ
ネ 

 
 

 
 

 



3 

 お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・
在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･
治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ(

九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ
ラ
（、

現
在
は
休
止
）  

○
肺
炎
球
菌
・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

三
、
十
一
月
十
五
日
は 

休
日
当
番
医
で
す
。
九
時
～
十
八
時
ま
で
受
付
。 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お

り
ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多

く
、
全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に 

来
院
さ
れ
る
か
電
話
で 

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の
処

置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

ご
意
見
、
ご
助
言
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
玄
関
に
あ

る
ご
意
見
箱
か
、
職
員
、
院
長
ま
で
お
話
し
い
た
だ

け
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
注
射 

・十
月
一
日
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
優
先
的
に
予

防
注
射
を
行
い
ま
す
。 

・そ
の
ほ
か
の
方
は
、
十
月
二
十
六
日
（月
）か
ら
開
始
し

ま
す
。 

・月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
、
十
二
時
か
ら
一
時
迄
、

予
約
し
た
人
に
行
い
ま
す
。 

 
 

・新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
も
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
合
併
感
染
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

多
く
の
方
が
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

参
考
（（厚
労
省 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ
） 

・
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
か
っ
た
方
１
０
０
人
の
う
ち
３
０
人
が 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
病
（
発
病
率
３
０
％
） 

・
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
２
０
０
人
の
う
ち
２
４
人
が
イ
ン
フ
ル 

 

 

エ
ン
ザ
を
発
病
（
発
病
率
１
２
％
） 

従
っ
て
、 

ワ
ク
チ
ン
有
効
率
＝
｛
（30-12

）/30
｝×

100 
 

 
 
 
 
 

＝
（1-0.4

）×
100

＝60

％ 

 

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

   

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ 

 
 
 
 
 

 

月 歯にものがつまる 

火 乳がんの現状とマンモグラフィ

乳がん検診の勧め 

水 歯垢・歯石と歯周病 

木 性感染症・クラミジア 

金 歯の神経をとったままにしたら

どうなるか？ 

土日 皮膚病変と内臓疾患 

http://www.raijin.com/kenko/
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ど
う
し
て
い
つ
も 

ま
ど
み
ち
お 

 

 
太
陽 

 
 

月 

 
 

星 そ
し
て 

 
 

雨 

 
 

風 虹 

（
に
じ
） 

や
ま
び
こ 

 

あ
あ 

一
ば
ん 

ふ
る
い
も
の
ば
か
り
が 

ど
う
し
て 

い
つ
も 

こ
ん
な
に 

一
ば
ん 

あ
た
ら
し
い
の
だ
ろ
う 

 

 

童
話
屋 

工
藤
直
子
編 

ま
ど
・
み
ち
お
詩
集 

『
せ
ん
ね
ん
ま
ん
ね
ん
』
か
ら 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

天
地
の
う
ま
し
き
に
よ
る
国
人
よ 

努
め
は
げ
ま
む
来
（
き
た
）
る
世
の
た
め 

 
 
 

土
屋
文
明
『
続
青
南
集
』
か
ら 

 

淺
よ
ひ
の
卓
に
と
び
く
る
白
い
蛾
は 

翁
に
見
え
て
殺
し
か
ね
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

明
石
海
人
全
歌
集
よ
り 

 

け
ん
こ
う 

（百
三
十
一
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（６
） 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
国
内
で
も
指
定
感
染
症
に
指
定
さ
れ
様
々

な
対
策
が
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
国
内
で
は
感

染
経
路
が
明
確
で
な
い
感
染
例
が
数
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
政
府
の
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
感
染
者
数
が
減
少
し
た
が
、
５

月
２
５
日
を
も
っ
て
全
て
の
都
道
府
県
で
解

除
さ
れ
た
あ
と
東
京
中
心
に
再
度
感
染
者
が

増
加
し
、
７
月
２
２
日
か
ら
計
画
さ
れ
て
い

た
ゴ
ー
ツ
ー
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
東

京
を
除
く
と
い
う
中
途
半
端
な
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
新
規
感
染
者

は
日
本
各
地
で
増
加
す
る
一
方
で
す
。
さ
ら

に
１
０
月
１
日
か
ら
は
東
京
に
も
適
用
さ
れ

経
済
的
に
は
活
性
化
が
み
ら
れ
る
半
面
、
感

染
者
の
増
加
に
気
が
抜
け
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
迎
え
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
季
節
に
、
未
経
験
な
事
態
に
ど

う
対
応
す
る
の
が
良
い
の
か
、
結
論
が
出
て

い
な
い
状
態
で
あ
る
。 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
基
本
に
個

人
個
人
の
問
題
と
し
て
一
人
一
人
が
し
っ
か

り
し
た
対
応
を
と
っ
て
ほ
し
い
。 

医
院
と
し
て
は 

①
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
な
ど
内 

 

 

視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
。 

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
合 

 

併
が
あ
る
の
か
？
診
断
上
の
問
題
点
。 

④
一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な 

 

い
た
め
の
対
策 

⑤
医
療
品
、
備
品
不
足
へ
の
備
え 

⑥
職
員
の
感
染
防
止 

➆
感
染
に
よ
る
閉
院
事
態
の
防
止 

 

な
ど
な
ど
課
題
は
多
数
あ
り
ま
す
。 

医
療
機
関
の
混
乱
を
少
な
く
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
も
う
一
度
、
個
人
で
や
れ
る
こ
と
を

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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 ２ 

２
０
２
０
年
１
０
月
３
日
現
在 

 
 

感
染
者
数
（死
亡
者
数
） 

世
界 

 

３
４
１
６
万
１

，
７
２
１
人 

（１
０
１
万
６
９
８
６
人
） 

日
本 

 ８
万
４
、
８
７
３
人 

(

１
、
５
９
３
人) 

 

東
京
都 

 
 

２
６
、
３
７
６
人 

（ 

４
１
１
人
） 

大
阪
府 

 
 

１
０
，
０
４
７
人 

（ 

２
１
７
人
） 

神
奈
川
県 

  

７
、
０
９
９
人 

（ 

１
４
３
人
】 

埼
玉
県 

 
 
 

４
、
７
６
４
人  

（１
０
１
人
） 

北
海
道 

 
 
 

１
、
９
１
６
人  

（１
０
７
人
） 

千
葉
県 

 
 
 

４
、
０
１
０
人  

（ 

７
２
人
） 

群
馬
県 

 
 
 
 
 

 

７
２
５
人 

 

（ 

１
９
人
） 

新
潟
県 

 
 
     

１
７
０
人 

 
 

（  

０
） 

 

３ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
度
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状

が
１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ

(

倦
怠
感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味

覚
障
害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状

が
続
く
人 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

自
宅
待
機
後
の
状
態
も
連
絡
し
て
指 

示
を
受
け
る 

② 
 

各
市
町
村
の
発
熱
外
来
に
連
絡
す
る
方
法 

③ 

藤
岡
市 
藤
岡
多
野
発
熱
セ
ン
タ
ー 

 

（
公
立
藤
岡
総
合
病
院
駐
車
場
に
設
置
） 

 

＊
注
意 

平
日
の
み
。
対
象
は
妊
産
婦
を
除 

い
た
中
学
生
以
上
で
、
小
学
生
以
下
は
か
か 

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
発
熱
外
来
の
案
内
は
市
町

村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
巻
末
の
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
心
配
が
な
い
と
判
断
さ

れ
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
お
願
い
】 

○ 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
診
を
勧
め
ら
れ
た 

 

 
 

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
お
控 

 
 

え
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着 

 

用
す
る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳 

 

や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ 

 

シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を 

 

お
さ
え
る
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡 

 

 

し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に 

 

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】 

① 

車
内
で
待
た
れ
て
い
る
方
に
は
駐
車
場
ま
で

医
師
が
行
っ
て
診
察
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
電
話
で
連
絡
を
し
ま
し
た
ら
、
車
窓
を

開
け
て
換
気
し
、
マ
ス
ク
を
か
け
て
お
待
ち

く
だ
さ
い
。 

② 

電
話
で
ご
様
子
を
伺
い
、
処
方
を
行
い
薬
局

に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

玄
関
に
入
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
ア
ル
コ
ー
ル
で

手
指
の
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー
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ル
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
受
付
に
連

絡
し
て
下
さ
い
。 

④ 
ト
イ
レ
の
後
は
必
ず
石
鹸
と
水
で
手
を
洗

っ
て
下
さ
い
。 

４ 

自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
は 

し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
！ 

（
１
）
標
準
予
防
策
の
徹
底 

 
 

① 

呼
吸
器
衛
生
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト 

 
 
 

 

例 

肘
を
口
に
当
て
る 

 
 

②
個
人
防
護
具
の
着
用 

 
 
 

 

例 

マ
ス
ク
の
着
用 

 
 

③
ア
ル
コ
ー
ル
ま
た
は
石
鹸
に
よ
る
手
指 

消
毒 

 

（
２
）
医
療
者
の
感
染
予
防
策 

 
 

①
飛
沫
感
染
予
防
策
、
接
触
感
染
予
防
策 

例 

ゴ
ー
グ
ル
、
ガ
ウ
ン
、
手
袋
、
マ
ス
ク 

（
② 

部
屋
の
換
気
） 

（
３
）
患
者
様
へ
の
対
応 

 

 
 

① 

他
の
患
者
と
の
動
線
を
切
り
離
す 

 
 
 

 

 
 

② 

待
合
室
で
の
感
染
が
起
き
な
い
よ
う
に 

 

 
 
 

 

３
密
を
守
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ 

 
 
  

ン
ス
の
確
保 

 
 

③ 

換
気
の
励
行 

（
４
）
毎
朝
自
己
チ
ェ
ッ
ク(

例 

私
、
院
長
の) 

 
 

起
床
時
の
体
温
測
定
、 

 
 

関
連
症
状
（
息
苦
し
さ
・
倦
怠
感
・
食
欲
・
元 

 

 
 
 
 

気
・
嗅
覚
障
害
・
味
覚
障
害
痰
・
咽
頭
痛 

 

 
 
 
 

・
咳
・
く
し
ゃ
み
・
嘔
気
・
下
痢
・
頭
痛
・ 

 
 
  

         

筋
肉
痛
・
関
節
痛
な
ど
） 

５ 

ま
と
め 

 

い
ろ
い
ろ
な
ご
無
理
を
お
願
い
し
て
い
る
の
に 

 

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。 

①
医
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
染
の
疑
い
が
出
た
場
合

に
は
医
院
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。 

医
院
に
は
、
一
般
の
慢
性
疾
患
な
ど
の
患
者
さ

ん
や
急
を
要
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
来
院
す
る

ほ
か
に
重
症
な
在
宅
患
者
さ
ん
へ
の
往
診
も
多

く
あ
り
ま
す
。 

医
院
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
と
こ
れ
ら
の
方
々
へ
の

診
療
の
継
続
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な

っ
た
場
合
の
患
者
さ
ん
の
不
安
・
混
乱
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。 

医
院
で
は
こ
の
よ
う
な
方
々
の
医
療
も
守
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。 

②
そ
れ
と
と
も
に
ほ
か
の
方
々
の
健
康
に
も
気
を

配
り
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎

の
収
束
を
一
緒
に
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。 

ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

追
記 

先
日
の
政
府
発
表
で
は
今
後
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

対
す
る
初
期
対
応
を
保
健
所
か
ら
医
療
機
関
へ
移
行
す
る

計
画
と
の
こ
と
で
す
。
５
頁
に
記
し
た
よ
う
に
診
断
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
分
、
院
内
感
染
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
厳
重
な
体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
情
報
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。 

発
熱
者
に
対
す
る
対
応
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
コ

ロ
ナ
疑
い
に
対
す
る
具
体
的
な
方
法
は
市
と
医
師
会

で
詰
め
て
お
り
ま
す
。 

は
っ
き
り
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
な
ど
の
発
表

に
も
注
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。  

 
 

コ
ル
チ
カ
ム 
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 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
七
十
七
） 

「
で
き
る
理
由
」と「
で
き
な
い
理
由
」 

◇
感
染
症
に
限
ら
ず
、
全
て
の
疾
患
に
お
け
る
治 

 
 

療
原
則
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
あ
る
。
疾 

 
 

病
に
限
ら
ず
、
世
に
不
正
や
誤
り
が
あ
る
と
き 

 
 

に
も
こ
の
原
則
は
変
わ
ら
な
い
。 

◆
医
療
史
上
、
コ
ロ
ナ
禍
診
療
に
お
け
る
医
療
者
の

苦
悩
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ

れ
は
今
な
お
継
続
し
て
い
る
。 

◇
少
し
で
も
感
染
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
検
査
を
行
い

診
断
を
付
け
、
陽
性
で
あ
れ
ば
集
団
か
ら
隔
離

し
て
集
中
治
療
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
を

や
ら
な
け
れ
ば
、
明
ら
か
な
症
状
が
出
る
ま
で

に
周
囲
に
感
染
が
広
が
る
の
が
当
然
で
あ
る
。 

◆
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
能
力
が
少
な
か
っ
た
と
は
い

え
、
結
果
的
に
は
可
能
な
件
数
に
程
遠
い
件
数

し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
一
つ
の
問
題
に
お
け
る「
意
識
」の
差
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
個
々
人
の
立
場
で
他
国
と
自
国
、

他
県
と
自
分
の
県
、
県
内
の
ほ
か
の
市
町
村
と

自
分
の
市
町
村
、
医
療
者
と
非
医
療
者
、
関
わ

る
医
科
と
関
わ
ら
な
い
医
科
、
医
療
機
関
の
各

部
所
間
、
公
務
員
と
民
間
企
業
従
事
者
、
経
営

者
と
非
経
営
者
、
老
人
と
若
者
、
貧
富
間
、
感

染
拡
大
予
防
と
経
済
論
優
先
思
考
、
な
ど
な
ど

の
意
識
の
差
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
向
か
っ
て
の
結
集
力
を

分
散
さ
せ
、
戦
争
と
同
じ
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
価
値

観
が
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
敗
北
を
予
感

せ
ざ
る
を
え
な
い
。  

◇
患
者
が
集
中
し
た
医
療
施
設
で
、
感
染
を
防
御
す

る
ガ
ウ
ン
や
マ
ス
ク
、
手
袋
が
不
足
し
、
ご
み
袋
に
穴

を
あ
け
代
用
し
た
り
、
マ
ス
ク
や
手
袋
の
再
利
用
を

し
な
が
ら
患
者
治
療
を
行
っ
て
い
る
日
本
や
世
界
中

か
ら
の
映
像
が
何
度
も
放
送
さ
れ
て
い
た
時
に 

 
 

『
で
き
な
い
理
由
』だ
け
を
挙
げ
て
言
い
訳
を
し
て
い

る
集
団
を
考
え
る
と
、「
出
来
る
理
由
」を
考
え
て

人
の
生
命
を
大
切
す
る
行
動
を
し
て
ほ
し
い
と
、
た

だ
祈
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 

秋
海
棠
（
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

急
性
虫
垂
炎
の
診
療
か
ら 

◆
外
科
医
の
３
年
目
、
当
直
を
し
て
い
る
と
き
病
院
の

上
司
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。 

『
○
○
医
院
の
先
生
か
ら
こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
送

る
か
ら
見
て
欲
し
い
と
電
話
が
あ
っ
た
。
診
察
し
て

報
告
し
ろ
』 

 
 

と
い
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
を
待
っ
た
。
い
つ
か
ら
ど

こ
が
痛
む
か
、
と
聞
い
た
後
で
お
な
か
を
触
診
し
て

右
下
腹
部
の
圧
痛
を
確
認
し
、
電
話
で
連
絡
し
た
。 

◇
最
初
か
ら
の
経
過
を
説
明
し
て
い
る
と
、 

 
 

『
○
○
先
生
の
診
断
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
ん
だ
、
細

か
い
病
歴
は
い
ら
な
い
、
デ
フ
ァ
ン
ス
が
あ
る
か
ど
う

か
聞
い
て
い
る
ん
だ
』 

と
言
わ
れ
た
。
デ
フ
ァ
ン
ス
と
は
、
腹
膜
炎
を
起
こ
し

て
い
る
か
確
認
す
る
触
診
上
の
所
見
で
、
当
時
は
手

術
す
る
か
ど
う
か
の
重
要
な
判
定
基
準
で
あ
っ
た
。 

◆
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
先
輩
の
医
師
が
診

断
し
て
い
た
虫
垂
炎
を
、
よ
う
や
く
自
分
で
診
断

し
、
手
術
す
べ
き
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
手
順
を
学

ん
だ
。
そ
れ
で
も
虫
垂
炎
の
診
断
的
中
率
は
７
割
前

後
で
予
想
外
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

ほ
と
ん
ど
所
見
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
、
憩
室
炎
、

胆
石
症
、
虫
垂
癌
、
回
腸
末
端
炎
（
ク
ロ
ー
ン
病
）、

卵
巣
嚢
腫
茎
捻
転
、
中
間
期
出
血
な
ど
が
開
腹
し

て
初
め
て
分
か
っ
た
診
断
で
あ
っ
た
。 
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 ◇
い
ま
で
は
、
エ
コ
ー
や
Ｃ
Ｔ
検
査
が
先
行
さ
れ
る
の

で
誤
診
例
は
減
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
と
思
っ
て
病

院
に
紹
介
し
て
も
９
割
以
上
が
抗
生
剤
で
治
療

さ
れ
て
帰
宅
し
て
い
る
。 

◆
上
司
は
厳
し
い
方
で
あ
っ
た
が
、
優
柔
不
断
な
私

が
そ
の
後
も「
外
科
医
の
端
く
れ
」と
し
て
歩
い
て

来
ら
れ
た
の
は
こ
の
先
生
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。 

◇
朝
の
回
診
で
、「
熱
は
？
」「
白
血
球
は
？
」「
尿

量
、
比
重
は
？
」と
質
問
が
連
発
さ
れ
た
。
そ
れ

で
は
と
朝
早
く
出
勤
し
て
、
２
０
人
ほ
ど
の
デ
ー

タ
を
全
部
頭
に
入
れ
、
質
問
さ
れ
る
と
即
座
に

応
え
て
い
た
ら
、
あ
る
時
、
あ
ま
り
サ
ッ
と
答
え

た
の
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か 

「
何
を
出
鱈
目
言
い
や
が
っ
て
・・・」 

と
い
う
表
情
で
看
護
師
の
温
度
板
の
記
録
を
見

て
、
数
値
が
合
っ
て
い
る
と
、 

「
お
か
し
い
な
」 

首
を
か
し
げ
て
、
さ
っ
さ
と
次
の
患
者
さ
ん
に
話

題
を
進
め
て
話
し
か
け
て
い
た
。 

私
は
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
ま
た
後
に
つ
い
て
い
っ

た
。 

◆
肝
機
能
、
貧
血
、
白
血
球
数
に
つ
い
て
も
聞
か
れ

て
、
検
査
が
や
っ
て
な
い
と
、 

「
な
ぜ
や
ら
な
い
ん
だ
」 

問
い
詰
め
ら
れ
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
毎
週
検
査
し

て
数
値
を
空
で
覚
え
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
今
度
は 

 
 

「
（患
者
さ
ん
は
）み
ん
な
、
ア
ン
タ
の
こ
と
を
吸
血

鬼
だ
と
い
っ
て
い
る
ぞ
」 

と
言
わ
れ
、
へこ
ま
さ
れ
る
一
方
で
、
実
に
適
切
な

表
現
を
す
る
も
の
だ
な
あ
と
感
心
し
て
い
た
。 

◇
蓄
尿
さ
れ
た
尿
を
毎
日
観
察
す
る
こ
と
は
、
役
に

立
っ
た
。
肝
機
能
が
悪
い
と
尿
が
濃
く
な
り
、
赤
く

も
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
尿
量
の
多
少
が
一
目
で
わ

か
り
、
多
け
れ
ば
比
重
が
下
が
り
、
少
な
い
と
比
重

が
上
が
る
。
尿
量
も
比
重
も
極
端
に
高
値
の
時
は

血
管
内
に
造
影
剤
を
使
っ
た
検
査
を
や
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
抗
生
剤
を
長
期
に
使
っ
て
い
る
人
で
は
、
尿

の
表
面
に
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

◆
看
護
師
は
毎
朝
こ
れ
ら
を
観
察
し
記
録
し
て
い
る
の

に
対
し
、
医
師
は
そ
の
数
値
だ
け
し
か
見
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
、
数
字
化
さ
れ
る
前
の
患
者
さ
ん
が
発

信
す
る
情
報
を
五
感
六
感
で
直
に
受
け
止
め
る
こ

と
が
い
か
に
大
切
か
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。  

 

 
 

 
 

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
（
山
法
師
）
の
熟
し
た
実
（
赤
城
自
然
園
） 

 
 

 

 
 

邂
逅 

◇
初
秋
の
一
日
、
家
族
で
赤
城
自
然
園
に
行
っ
た
。
歩

道
は
す
べ
て
チ
ッ
プ
（木
屑
）が
敷
か
れ
て
い
て
、
歩
く

に
柔
ら
か
く
何
時
間
歩
い
て
も
疲
れ
な
い
。 

◆
２
時
間
く
ら
い
た
っ
て
、
快
い
疲
れ
の
な
か
で
楽
し
み 

の
一
つ
、
昼
食
の
時
間
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
最
年
少

が
二
か
月
男
子
の
初
参
加
で
、
合
計
９
人
、
私
は
木

製
の
テ
ー
ブ
ル
と
丸
太
を
縦
に
割
っ
た
椅
子
の
端
に



9 

 

座
っ
て
、
目
の
前
の
少
し
離
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
ほ

う
を
ぼ
ん
や
り
と
見
て
い
た
。
私
よ
り
少
し
年
配

の
男
性
が
一
人
で
前
を
向
い
て
昼
食
を
広
げ
て
い

た
。 

◇
あ
あ
、
○
○
先
生
で
は
な
い
か
。
ご
家
族
は
ご
一

緒
な
の
か
な
、
お
ひ
と
り
か
な
？ 

お
一
人
で
寂
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
今
ま
さ
に
声

を
か
け
よ
う
と
し
た
所
で
あ
っ
た
。 

◆
こ
の
方
と
は
同
じ
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、

な
か
な
か
主
義
主
張
が
合
わ
な
く
て
、
ぶ
つ
か
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
が
所
属
し
て
い

た
病
院
の
文
化
部
で
企
画
し
た「
尾
瀬
ハ
イ
ク
」に

は
毎
回
参
加
し
て
く
れ
た
。 

◇
そ
の
よ
う
に
病
院
外
の
こ
と
で
は
、
な
に
か
と
私

に
声
を
か
け
て
来
て
く
れ
て
お
互
い
に
病
院
内

と
は
別
人
の
よ
う
に
親
し
く
お
話
し
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
た
の
で
、
い
い
想
い
出
だ
っ
た
な
あ
と

今
で
も
そ
う
思
っ
て
い
る
。 

◆「
先
生
も
こ
ち
ら
に
良
く
来
ら
れ
る
の
で
す

か
？
」 

 

と
声
を
か
け
よ
う
と
し
て
、
そ
の
方
の
顔
を
さ
っ

と
見
て
、 

 

「
あ
あ
、
人
違
い
だ
っ
た
」 

 

と
、
思
っ
た
瞬
間
、 

 

『
そ
う
い
え
ば
、
○
○
先
生
は
二
年
前
に
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
っ
け
・・・』 

◇
後
ろ
の
ほ
う
で
、
幼
い
子
供
た
ち
の
は
し
ゃ
ぎ
声
が

聞
こ
え
た
の
で
振
り
返
っ
た
。
カ
メ
ラ
の
前
で
ポ
ー
ズ

を
と
っ
て
い
る
。
木
漏
れ
日
の
光
線
で
き
っ
と
き
れ
い

な
写
真
が
撮
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
思
っ
て
姿
勢
を
戻

し
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
さ
っ
き
い
た
人
は
も
う
い
な

く
な
っ
て
い
た
。 

◆
そ
の
先
生
の
幻
で
あ
っ
た
と
し
て
も
よ
い
、
全
く
の
別

人
が
私
が
振
り
向
い
て
い
る
間
に
、
ま
た
で
か
け
て
い

っ
た
と
し
て
も
よ
い
。
た
だ
、
病
院
時
代
に
そ
の
先
生

に
も
っ
と
反
発
せ
ず
に
交
流
を
持
て
て
い
た
と
し
た

ら
、
今
の
私
の
心
は
安
ら
い
で
い
た
で
あ
ろ
う
に
と
、

寂
し
か
っ
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

辞
書 

◇
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
っ
た
と
き
、
手
ご
ろ
な
辞 

書
が
傍
ら
に
あ
っ
て
、
疑
問
が
解
け
た
と
き
に
は
、

素
直
に
う
れ
し
い
。 

 

◆
高
校
の
国
語
の
先
生
が
、「
私
が
、
え
ー
と
、
と
い
う

と
、
私
の
妻
は
、
は
い
、
と
言
っ
て
辞
書
を
持
っ
て
き

て
渡
し
て
く
れ
る
ん
で
す
」と
授
業
中
に
の
ろ
け
て

見
せ
た
。 

あ
る
有
名
な
文
学
者
の
真
似
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
人

の
名
前
を
今
は
思
い
出
せ
な
い
。 

 

◇
ロ
ケ
ッ
ト
博
士
の
異
名
を
持
つ
糸
川
英
夫
工
学
博
士

（1912

～1999

）の
著
書
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。 

⦿

バ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
の
時
間
が
な
い
と
き
に
は
、
紙 

 

  

に
４
弦
を
書
い
て
電
車
を
待
つ
ホ
ー
ム
で
練
習
し 

  

た
話
と
か
、 

⦿

ま
と
ま
っ
た
時
間
が
な
く
て
見
た
い
映
画
を
一
回 

 

で
見
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
学
会
に
行
く
先
の
町 

の
映
画
館
の
上
映
時
間
を
調
べ
、
内
容
が
前
後
に

な
っ
て
も
構
わ
な
い
か
ら
見
て
お
い
て
、
後
で
頭
の

中
で
そ
れ
を
順
番
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
一
本
の
映

画
を
鑑
賞
す
る
の
だ
と
言
っ
て
い
た
。 

⦿

旅
先
で
英
語
な
ど
の
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
出
て
く 

る
と
躊
躇
な
く
本
屋
で
辞
書
を
買
い
求
め
、
家
に

は
何
冊
も
た
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、
数
百
円
を
惜
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し
ん
で
自
分
の
考
え
が
進
め
ら
れ
な
い
ほ
う
が

損
失
が
大
き
い 

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
大
き
な
感
銘

を
受
け
た
。 

 
 

◇
辞
書
を
取
っ
て
開
く
と
き
、
謙
虚
に
な
っ
て
い

る
自
分
を
見
つ
け
て
、
う
れ
し
く
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ワ
レ
モ
コ
ウ
（吾
亦
紅
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

    

   

シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク 

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ 
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新型コロナウイルスに関する問い合わせ 発熱外来  

＊診察には事前予約が必要 

県新型コロナウイルス感染症コールセン

ター 

平日・休日を問わず 

9：00-21：00 

0570-082-820 

 

（上記以外の時間は受診相談）  

           027-223-1111 

前橋市保健所 

平日休日とも  8：30-21：00 

027-220-1151 

上記以外の時間は 

027-224-1111 

高崎市保健所 

平日（受診相談） 

8：30-21：00   

027-381-6112 

（一般相談）    8：30-17：15 

027-381-6113 

027-381-6114 

上記以外の時間は夜間休日電話へ 

027-381-6123 

 

 

 

前橋市発熱外来 

市コールセンター  

027-220-1151 に連絡 

 

高崎市夜間休日急病診療所（市総

合保健センター内） 

予約受付 027-381-6000 

土日・祝日 午前 9：30-12：00 

 

藤岡多野発熱センター 

（公立藤岡総合病院駐車場） 

予約受付 080-5877-5884 

予約 平日午前９時～午前 11 時 

診察 平日午後 1 時半～午後 2 時半 

  

黒沢病院（高崎市）          

月～土 午前 11 時～午後 1 時 

027-352-1111 

埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター 

0570-783-770（24 時間受付） 


